
ン
パ
腫
、
多
発
性
骨
髄
腫
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
血
液
の
ノ
リ
の
成
分
で

あ
る
凝
固
因
子
な
ど
に
異
常
を
き
た
す
病

気
（
血
友
病
、播
種
性
血
管
内
凝
固
な
ど
）

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
血
液
の
病
気
は
多
岐
に
わ

た
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
直
接
的
な
症

状
が
出
に
く
い
場
合
も
多
く
、
健
康
診
断

で
た
ま
た
ま
異
常
が
見
つ
か
る
場
合
や
、

別
の
病
気
で
通
院
し
て
い
る
う
ち
に
判
明

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
実
際
、
他
の
病

院
や
様
々
な
科
の
先
生
か
ら
血
液
疾
患
を

疑
わ
れ
紹
介
受
診
さ
れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
さ
ら
に
症
状
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
き
に
は
、
病
気
が
進
行
、
悪
化
し
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
ご

ろ
健
康
診
断
を
積
極
的
に
受
診
す
る
こ
と

や
、
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
ち
ょ
っ
と
し

た
症
状
で
も
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

最
近
疲
れ
や
す
い
、
息
切
れ
が
す
る
：
貧

血
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

し
こ
り
が
触
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
：
リ
ン

パ
腫
も
疑
い
ま
す
。

青
あ
ざ
が
出
や
す
い
、

鼻
血
が
止
ま
り
に
く

い
：
血
小
板
や
凝
固

因
子
に
異
常
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

熱
が
下
が
ら
な
い
、

風
邪
が
治
り
に
く

い
：
白
血
球
が
減
っ

て
免
疫
が
落
ち
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ

馴
染
み
が
薄
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、実
際
、

大
学
病
院
以
外
に
血
液
内
科
を
標
榜
し
入

院
治
療
可
能
な
病
院
は
と
て
も
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。
と
く
に
東
京
の
東
部
地
域

で
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

血
液
内
科
で
対
象
と
な
る
病
気
と
は
、

赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小
板
と
い
っ
た
血

液
の
血
球
成
分
が
減
っ
て
し
ま
う
も
の

（
各
種
貧
血
、
無
顆
粒
球
症
、
血
小
板
減

少
症
な
ど
）、
逆
に
増
え
て
し
ま
う
も
の

（
多
血
症
、
本
態
性
血
小
板
血
症
、
骨
髄

増
殖
性
疾
患
）、
さ
ら
に
血
液
を
造
る
骨

髄
が
機
能
不
全
を
起
こ
し
、
う
ま
く
血
球

を
作
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
再
生
不
良
性

貧
血
や
骨
髄
異
形
成
症
候
群
、
骨
髄
線
維

症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
悪
性
の
細

胞
が
増
殖
し
て
し
ま
う
造
血
器
悪
性
疾
患

と
し
て
、
急
性
や
慢
性
白
血
病
、
悪
性
リ
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平
成
19
年
10
月
に
日
本
医
科
大
学
血
液

内
科
か
ら
当
院
に
血
液
内
科
を
再
び
立
ち

上
げ
る
こ
と
を
命
題
に
赴
任
し
、
は
や
、

9
年
が
経
ち
ま
し
た
。
平
成
20
年
4
月
か

ら
大
学
病
院
の
中
堅
派
遣
医
師
と
と
も
に

2
人
体
制
、
平
成
23
年
1
月
か
ら
水
木
太

郎
医
師
が
常
勤
医
に
加
わ
り
3
人
体
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
外
来
診
療
も
非
常
勤

医
師
3
人
が
加
わ
り
、
血
液
専
門
外
来
が

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
毎
日
受
診
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
無
菌

室
も
3
床
完
備
し
、
白
血
球
数
の
少
な
い

状
態
で
も
診
療
可
能
で
、
平
成
25
年
か
ら

は
、
よ
り
多
く
の
選
択
肢
か
ら
最
善
の
治

療
を
選
べ
る
よ
う
に
自
家
末
梢
血
幹
細
胞

移
植
も
開
始
し
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

さ
て
、
血
液
内
科
と
い
う
と
な
か
な
か

ん
、
な
ど
な
ど
。

そ
う
し
た
症
状
の
陰
に
血
液
疾
患
が
潜

ん
で
い
る
場
合
は
決
し
て
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
貧
血
で
一
番
頻
度
の
多
い

鉄
欠
乏
性
貧
血
で
は
、
赤
血
球
の
材
料
で

あ
る
鉄
分
の
欠
乏
に
よ
り
生
じ
ま
す
が
、

そ
の
原
因
を
調
べ
る
こ
と
が
最
も
大
切
で

す
。
胃
や
腸
に
出
血
性
の
病
変
（
が
ん
や

ポ
リ
ー
プ
、潰
瘍
な
ど
）
が
あ
る
場
合
や
、

女
性
で
は
月
経
が
原
因
だ
け
で
な
く
婦
人

科
疾
患
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
と
と
も
に
、
と
く
に
骨
髄
異
形

成
症
候
群
や
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
多
発
性
骨

髄
腫
な
ど
の
血
液
疾
患
も
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
治
療
は
長
く
か
か
り
、

盲
腸
（
虫
垂
炎
）
の
よ
う
に
手
術
し
て
お

し
ま
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

血
液
疾
患
は
、
長
く
付
き
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

そ
の
先
に
治
癒
が
得
ら
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
な
か
な
か
困
難
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
血
液
疾
患
分
野

で
の
新
薬
開
発
や
治
療
の
進
歩
に
は
目
覚

ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
分
子
標
的
薬

な
ど
の
様
々
な
新
し
い
薬
の
登
場
と
と
も

に
、
難
治
性
や
治
療
抵
抗
性
で
あ
っ
た
血

液
疾
患
の
中
に
は
、
治
癒
の
可
能
性
が
広

が
っ
た
り
、病
勢
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

よ
り
良
い
生
活
の
質
を
保
て
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

当
科
で
は
、
1
人
1
人
の
患
者
さ
ん
に

最
新
、
最
適
の
治
療
を
提
供
し
地
域
の
血

液
疾
患
医
療
の
支
え
と
な
る
べ
く
、
ス

タ
ッ
フ
全
員
で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

血
液
内
科
の
ご
紹
介
　 

血
液
内
科
部
長 

田
野
崎 

栄

血液内科スタッフ一同

末梢血幹細胞
採取装置 クリーンルーム内



病院の中には医師や看護師の他に、レントゲン・
CT・MRIなどを扱う診療放射線技師、血液や細菌検査・
心電図や脳波などの検査を行う臨床検査技師、リハビ
リテーションを行う理学・作業療法士など様々な職種
が働いています。
「臨床工学技士」も病院で働く医療技術者です。 

医師以外の診療補助に従事する看護師や各種の医療技
術者はメディカルスタッフと呼ばれます。臨床工学技
士はメディカルスタッフの１職種であり、医療と工学
を持ち合わせた医療機器のスペシャリストです。

同愛記念病院で働く私たちの仕事は、大きく分けて
医療機器の管理・人工透析・心臓手術のお手伝いの３
つです。

病院内にはたくさんの種類の機械があります。普段
みなさんが見慣れている血圧計、指に挟んで体内の酸
素を測るパルスオキシメーター、心臓から発する電気
をみる心電図、心臓やおなかの中を超音波で見るエ
コーや、自分で呼吸がうまくできなくなってしまった
患者さんを助けてくれる人工呼吸器、手術で使う機械、
人工透析などの特殊な機械が壊れて使えなくならないよ
うに、メンテナンスや修理を行うことが医療機器の管理
です。また、病院内の医療機器のマネジメントも行い、
安全で効率的に機械を使用できるように努めています。

2つ目の人工透析は血液を体の外に出し、特殊な膜
を通すことで血液の中の汚れを取り除きキレイにする
ことや、おしっこの代わりに血液の中からよけいな水
分を取り去ること、ホルモンの注射をすることで正常
な腎臓の働きの代わりをする治療のことです。臨床工
学技士の仕事は、主に人工透析の機械操作や注射、透
析中の患者さんのケアなどを行っています。

3つ目の心臓の手術では心臓血管の詰まりや、血管
が狭くなること（心筋梗塞や狭心症）で胸が痛くなっ
た時に、カテーテルという管状の細い棒を心臓の血管
まで通し、バルーンといわれる風船やステントといわ
れる金属でできた金網状の筒で、狭くなった血管を広
げる治療のことです。この時、臨床工学技士は主に心
臓の動きを助ける機械の操作や、患者さんの血圧や心
電図を監視したり、医師の手術の手伝いを行っていま
す。また心臓ペース―メーカーを植え込みされた患者
さんの定期的な検査なども行っております。

私たち臨床工学技士は、24時間体制で患者さんに
医療機器を通じて、安全で有効な医療技術を提供する
ことでチーム医療に貢献しております。どうぞよろし
くお願いいたします。
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同 愛 記 念 病 院
〒130-8587 東京都墨田区横網2丁目1番11号
TEL. 03-3625-6381（代）　FAX. 03-5608-3211

JR総武線 両国駅（西口）から徒歩7分
都営地下鉄浅草線 蔵前駅から徒歩10分
都営地下鉄大江戸線 両国駅から徒歩5分
●都営バス　（錦糸町〜大塚駅）石原1丁目停留所から徒歩3分

■交通案内

● 次回は2017年5月（第40号）発行予定になります。

同愛記念病院は地域の要請をふまえ地区の基幹病院として親切で適切な医療を提供し社会に貢献します。同愛記念病院の理念

　�循環器内科、血液内科、糖尿病・代謝内科、腎臓内科、消化器内科、神経内科、
一般内科、神経科・精神科、アレルギー・呼吸器科、小児科、外科、整形外科、形成外科、
皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科

〈診療科目のご案内〉

〈病床数〉403床

当院では外来予約制です。
初診/（月〜金）午前8時30分〜正午（紹介状のある方は午後3時）
	 （土）	 午前8時30分〜午前11時
再診/ご予約のない方：自動再来受付機にて午前8時30分〜正午
　　  次回のご予約は診察後にお申し込みください。
休診日/日曜日、祝日、年末年始（12月29日〜1月3日）

臨床工学技士の仕事をご存じですか。
主任　臨床工学技士  渡邊将志

臨床工学技
士

その1

ペースメーカー外来

透析室（平成 28 年 8 月オープン）


